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臨南寺本堂

所在地:大阪市東住吉区f芝居公醤 1-32

竣工:1974年

東 途:寺設

所有者:宗教法人

設計者:大成建設機一級漣築士事務所

擁ご亡者:大成議設{梼

維持管理者:宗教法人臨南寺

曹洞宗臨高寺は会問的にも診しく公園(長岩公閤)の中に位霞している 360年近い禅宗

あり、戦論までは隣接するJRの駅名も鵠寵寺駅であったとの事。今回対象受賞対象となった本

堂は 18本堂の老朽化に掠い昭和49年に、訟統的な仏教努慌を現代の材料と技術で創るとのコン

セプトのもと再建された。

建設当時には、とてもお寺の本会主とは思われないデザインに穣家からの反発もあったように

伺ったが、それをも跳ね返した建物の中に入ってみると、議粛な雰岡気があり、空調の吹出し

口も天井モジュールの中に組み込まれており、全く常欝設欝の存荘を感じさせない。したがっ

て寿命の短い設舗の更新に当たっても人設に付かない機械案内の主事で持む配置になっている。

建物の主な薬品*きは鉄骨とブレキャストコンクリートと銅。主要種選は鉄骨造で、内部を囲む

中牲が握梗を支え全体の水王子力も負担している。外周の柱は痕上の荷重の支持のみで、

に外，閥撲の一部と天井に近い部分でガラスが捜われているが、大部分がこのブレキャストコン

クリートの列柱となっており、明るい樹りに熱負蔀環境は悪くない。できれば本堂の性格上で

誌あろうが外部に対して蹴接外気に開放される入り口部分があるので、風除室を設けるか床暖

を設けであればより省エネで訣適な環境を雑持できると思われる O

耐震的にも診断の結果 Is=0.61を確保している。天井には鋪製硫化処理パネル、床に

様式のごとらいに準じ敷瓦を四半敷に敷き詰めている。

欝久牲や耐候性を考義援した材料の選定と単純fとされた仏教空関の説造という設計意図が相

イ突ってメンテナンスが少なく手のかからない建物となっており、本設の日常の雑持管聴は寺院

関格者が担喫されているが、よそップがけ雑f告がけと照明器具の電球交換や空議機のフィルター

を必要時に行うだけで非常に維持し易いとの事であった。

寺践の本堂に混民的で独創的なデザインを採用しその本裁を地域住民にも広く開放しなが

ら誰持管理をしている所有者の姿勢も合めロングライフ部門の擾秀な物件と許儒で 
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